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注目されている。しかし、患者由来の cancer spheroidが腫瘍片を直接移植した PDX
と同様に各患者での治療効果を予測し得るかを検討した報告はほとんどなく、in 




スに移植し PDXを樹立し、残りは cancer spheroidを樹立した。さらに cancer 
spheroidを免疫不全マウスに移植して PDSX (patient-derived spheroid xenograft)
を作成した。上述のように同じ由来の癌組織から作成した PDXと PDSXを比較し、
A. モデル樹立の成功率、B. 組織学的特徴、C. 薬剤感受性、D. 樹立にかかる期間、
E. PDSXでの薬剤感受性が患者の臨床治療効果を反映するかを後向きに検討した。 
（結果）92個の摘出腫瘍から試料を採取し PDXおよび cancer spheroid/PDSXの樹
立を試みた結果、成功率は初代の PDXで 61%、cancer spheroidでは 74%であった。




(B)。薬剤感受性試験では FOLFOXおよび cetuximabに対して PDSXと PDXでの
結果は強い相関を示した(R = 0.90)。重要なことに、PDSXの方が PDXよりデータ
の精度が統計的有意さを持って高く(P < 0.01)再現性も高いことが示された(C)。試料
採取から薬剤感受性試験の準備完了までの期間の平均値はPDXでは約 5ヶ月であっ













養（cancer spheroid）を免疫不全マウスに移植した PDSX (patient-derived spheroid 
xenograft)を作成し、従来の patient-derived xenograft（PDX）と比較検討した。 










  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３０年１０月１６日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
 要旨公表可能日     年    月    日 
コメントの追加 [坂井1]: 背景を短く記載すること 
